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は じ め て 献 血 し た 人 の 声 患 者 さ ん の 声

はじめての献血でした
が、幅広い年代の方が
いてとても明るい雰囲
気に驚きました。

献血常連の友だちと初の
献血。誰かの力になれた実
感がわきました。

初めての献血でしたが
丁寧に対応して頂き、
嬉しかったです！

思っていたより痛みも
無くて、待ち時間も快
適に過ごせました。

恒川 礼子さん

私は、輸血をしたので、献血はすることができませんが、「何か手伝えることはないかな?」と探している
ときに、「献血呼びかけボランティア」というのを見つけました。献血ルームに行くと、献血に来てくれ
ている人が大勢いて、私と同級生ぐらいの高校生も大勢いたので、びっくりしたと同時に、「献血ルーム
に来てくれる人がいてるから、輸血ができたんだな。」と感謝しかありません。これからも、多くの人に
献血を知ってもらい、献血したり、他の人に広めていってほしいです。 

仕事や子育てに走りまわっていた40歳の時に
自己免疫の病気「重症筋無力症」と診断されま
した。全身の筋肉に力が入りにくく、すぐに疲れ
てしまう。その時服用していた薬の副作用に悩
まされ、気持ちと身体をだましながら毎日を
過ごしていました。

40歳で診断された難病

救ってくれたのは、献血から生まれた薬
そんな時新たな治療法として免疫グロブリン療法を取り入れることになりました。この治療の薬はみ
なさんが献血してくださった血液からつくられます。免疫系の病気の仲間もこの薬のおかげで命をつ
なぎ、学校生活や社会生活を送ることができるようになっています。献血をしてくださったみなさんに
心より感謝申し上げます。

輸血をしてもらう
小学校3年生の時に体調不良の日が続き、病院に行き検査をすると

「急性骨髄性白血病」とわかり入院をしました。
抗がん剤治療と骨髄移植をするために1年3か月入院をしました。治
療中、数えきれないぐらいの輸血をしました。輸血しないで、抗がん
剤治療だけしていても、私は、今ここにいることができません。 

献血呼びかけボランティアをはじめて 北東 紗輝さん
採血後は、飲み物を飲
んだり、お菓子を食べた
りして過ごしました。漫
画も置いてあったので
楽しく休憩できました！

急性リンパ性白血病を発症し、輸血を経験された
友寄 蓮さんの体験談を紹介しています。
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「ありがとうの手紙」（動画）
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